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瓦 の 下 層 路 盤 材 と し て の 適 性 を 明 ら か に す る た め に 、 ロ サ ン ゼ ル ス 試 験 機 に よ る 粗 骨 材 の
す り へ り 試 験 お よ び 修 正 CBR 試 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， す り へ り試 験に おい て は 瓦を 含む 検体
す べ て に お い て す り へ り 減 量 が 50 ％ (w/w) 以 下 と な り ， 修 正 CBR試 験に おい ては 瓦の 含有 率に
関わらず30 ％以上となり、下層路盤材についての福島県の規格 値を満たした。
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日本で幅広く施工されているアスファルト舗装は
図9－1に示すように、表層・基層のアスファルト、
上層路盤・下層路盤の路盤からなる。下層路盤材
は上層路盤ほど高い支持 力が要求されない。
そ の た め 現 場 付 近 で 容 易 に 入 手 で き る 山 砂 や
切込砂利、砂 ま じ りの砂利、砂質 土など が用 い ら
れてい るのに加え、近年ではコンクリート、スラグ、
アスファルト など様々な建築廃棄物が用いられて
いる。瓦も下層路盤材と して利用可能と言われて
いるが、鉛が含まれている可能性が あること、コン
クリート再生骨材などと比べて強度が弱い可能性
が あ る こ と な ど の 懸 念 か ら 、 広 く 利 用 さ れ る に は
至 っ て い な い 。 そ こ で 本 章 で は 路 盤 材 に 必 要 な
性能と され る すりへり試験および 修正 CBR試 験を
行 い 、 陶 器 瓦 お よ び い ぶ し 瓦 の 下 層 路 盤 材 と
しての適性を調べた。

図9-1　アスファルト舗装の模式図

すりへり試験にはコンクリート再生骨材、三州産陶器瓦、石州産陶器瓦、福島産いぶし瓦を原材料と
して用いた。石州産陶器瓦については福島県内にはあまり普及していないが比較用として実験を
行った。

これら破砕物を、 JIS A 5001「道路用砕石」中の5．4すりへり減量試験に従って分級し、呼び寸法
13mmのふるいを通過し5mmのふる いに残留したものを集め、表９－１に示す重量比で混合し て、
検体を各5kg以上調整した。調整した検体を丸東製作所製ロサンゼルス試験機C79によりすりへり
試験を行った。試験方法および計算 については JIS A 1121「ロサンゼルス試験機による粗骨材の
すりへり試験方法」に準じた。

表9-1　すりへり試験に用いた検体

原材料
検体と重量比 / ％（w/w）

1 2 3 4 5 6 7
コンクリート再生骨材 100 0 0 0 70 70 70

三州産陶器瓦 0 100 0 0 30 0 0
石州産陶器瓦 0 0 100 0 0 30 0

福島産いぶし瓦 0 0 0 100 0 0 30

コンクリート再生骨材に対して三州産陶器瓦を10、30、100％ (w/w)および福島産いぶし瓦を30％
(w/w)混 合したものについて修正CBR試験を行った。装置はフリージア・マクロス製100kN電動圧縮
装置を用いた。なお、ここで用いたコンクリート再生骨材は下層路盤材用として用いられているもの
であり、定期的な試験 により修正CBR試験の規格値を満たすことが確認されている。
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すりへり試験結果を図９－２に示す。瓦の含有率が0％ (w/w)すなわちコンクリート再生骨材100％
(w/w) の す り へ り 減 量 は 25.8 ％ (w/w) で あ っ た 。 ま た 、 い ず れ の 瓦 に つ ば


